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　三津浜地区は、松山市の西部に位置し、南には松山空港、北には海の玄関口である松山観光港が

あり、それらの中間部に位置する。江戸時代から藩港として開け、明治以降海運や商業の町として栄

えてきた地域である。地理的には宮前川と瀬戸内海に挟まれた海岸沿いの狭い地域に人が居住し

ており、コンパクトシティ的な町並みが形成されている。地域には三津と港山を結ぶ「渡し船」や古

民家がある等昔の情緒が多々残っており、「花火大会」が開催される等近年町に賑わいがみられる。

【地区の特色】

瀬戸内海側から見た三津の街

【地域住民からみた地域の状況】

三津浜地区
み　　 つ　　はま

人　口：4,653人（高齢化率37.5％）

世帯数：2,532世帯
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・街並みが古く、昔の雰囲気情緒が色々残っている地域である
・社会資源が豊富で、陸海空の交通アクセスが良く生活に便利　
・自然災害が少なく、安心して暮らせる地域である
・このような地域環境を背景に、近年三津浜地区への移住者が僅かではあるが増加傾向にあり、
若者の挑戦・活躍に期待がかかる
・各種団体の役員がリーダーとなって地区の活性化に努めている
・渡し船、三津浜焼き等をアピールして地区の盛り上がり・活性化が期待できる

・高齢者のゴミ出し、買い物、通院支援が必要であり、これらを行う手段の確保が必要
・ヤングケアラー、引きこもり家族のいる家庭、一人親家族、老々介護世帯等に対する福祉サービ
ス事業の多様化が進み、情報収集と対策支援が必要である
・高齢者と若い世代の交流が少ない
・自主防災組織の再建（今在る既存組織が十分に機能しておらず再構築が望まれる）
・団体の活動が縦割れしており連携が不十分。各団体が一堂に会する話し合いの場等が必要
・個人情報保護法が壁になり、きめ細やかな福祉活動がその先へ進めない事が多々ある

・地域のリーダー(役員・スタッフ等)として活動している人は高齢者が多く、一人が多くの役を引
き受けている
・リーダーの交代が進んでおらず、若い人が力を発揮出来る環境整備が必要な状況にある　
・住民どうしの交流の場が少なく、世代交流の機会も少ない
・空家・空き店舗が増加していて、近頃は安全管理上、老朽家屋の解体更地化が散見される
・狭い道路が多く危険で、一時停車も禁止区域が多く、外来者用駐車場の確保が難しく、車社会
に合っていない　・戦災に合っていない為、区画や道路整備が出来ていないが、人口密集地であ
り整備が困難　・少子高齢化がより進んでおり、町内会数38に対し、子ども会が減少している
為、町内会の下部組織として一体運営が出来ない状況にある　・三津浜地区にあった古来伝統
文化が伝承されず、一部途絶え消滅状態にある

三津浜地区社会福祉協議会

主な取り組み

毎年、宮前・高浜・三津浜地区が合同で、地区外の福祉施設に入所され
た地元出身の方々を訪問・激励しています。

毎年敬老の日に、地区の社協とまち協が協働で80歳以上の高齢者約
500人強を対象に敬老行事を実施しています。会場に参集して頂ける
健康な高齢者のフレイル予防のため、式典や小・中学生、地域の方によ
る余興等を楽しんで頂く様企画しています。

高齢者福祉、青少年の健全育成、地域交流促進等のために各種事業の
実施に当り、善意の基金（兼清福祉基金）の有効利用に努めています。

活動内容

伊予鉄三津駅前花壇整備
　地域福祉サービス事業の一環として、年間を通じ三津浜地区

の協力会員が三津の玄関口である伊予鉄三津駅前一帯の環境

美化のために水やりと花壇の清掃に取り組んでいます。

　港があり、海運や商業の街として栄えた昔の情緒が現在も町並みに残っています。渡し

船、三津浜焼など、町のブランディング化により、移住者や訪問者が増え、地区に盛り上が

りがみられます。地区社協では、年間を通じて三津駅前の花壇整備を行い、住民や訪れる

人の目を楽しませ、市内最大の花火大会においては、住民と中学生ボランティアが協力

し、夏を盛り上げています。また高齢者が地域のリーダーとして活躍しており、健康寿命

を延ばすことにつながっているといえます。一方で、既存の組織体制では地域団体の運

営は困難になりつつあるという認識が住民にあることから、次世代育成、各種団体の横

の連携、全世代を対象とした取り組みが期待されます。

＜地区社協が目指すもの＞
　三津浜地区では急速に少子高齢化と過疎化が進み、高齢化率は約38％で市街地では高い比率と

なっており、今後も上昇すると見込まれています。

　このような状況下において、誰もが参加できるコミュニケーションの機会やふれあいの場をつく

り、老いも若きも笑顔でふれあう機会を増やすことが高齢者のフレイルを予防して健康寿命を延ば

し、若年層の情操教育にも有効であると考えています。

　このため地区社協では更なる福祉向上に向け地域の各種団体が横に連携して、全世代を対象とし

た施策を積極的に講じることとしています。

3地区合同施設訪問

三津浜地区敬老会

基金の有効利用

地
区
の
状
況

■地区民協
　　民生委員　　 　 
　　主任児童委員

■まち協の設立 平成22年度

19名
2名

■町内会・自治会・区長会等

■高齢クラブ

■子ども会

■自主防災組織

38団体

2クラブ

19団体

29組織

＜拠点＞　松山市住吉2丁目5番25号（ふれあいサロン三津浜内）

ふれ合いで、笑顔あふれる、三津の街

構成団体
地区民協・公民館・子ども会育成者連絡協議会・高齢クラブ連合会・広報部会
自主防災組織連合会・松山西交通安全協会三津浜支部・母子会・保護司会第9分区
中学校・小学校・PTA・婦人会・西地区少年警察ボランティア協会・まちづくり協議会
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　松山市の北に位置する高浜地区は、緑濃い山を背景に目の前には穏やかで美しい瀬戸の海を望

む自然豊かな地区である。松山の海の玄関としての役割を持ち、文化財にも恵まれている。また、高

浜は帯状に長く、北から南まで5kmほどある。以前は農業と漁業のまちであったが、市内中心部に

ほど近いこともあり、最近は会社勤めの人が多くなってきている。

【地区の特色】

伊予鉄道梅津寺駅

【地域住民からみた地域の状況】

高浜地区
た か  は ま

人　口：6,883人（高齢化率40.6％）

世帯数：3,516世帯

・高齢者、子どもたちへの挨拶や声かけがとても良くできている
・地域行事への参加が多い（特に祭り好き）
・近隣住民の支援体制ができている　・隣近所の情報がよく分かっている
・タクシーを乗り合わせて買い物に行く近所づきあいがある
・U ターンして住む人や移住してくる若い世代（松ノ木・石風呂）もおり、住みやすく人気

の地区である　・防災意識が高い（災害があったので）
・地区内に別荘地がある　・災害時の要援護者の把握ができている
・高浜地区の各種団体の連携がとれている　
・食べ物（特に野菜）がおいしい　・移動スーパーが増えた

・南北に長いので生活状態が異なる
・地区内にスーパーがないため、買い物に不便
・総合病院が遠いので不便
・交通手段がないため、タクシーの利用頻度が高い（病院、買い物など）

・敬老会などへの参加者が少ない
・分館、集会所に駐車場がなく、行事への参加がしにくい
・スーパー、病院が少ない　
・漁師の跡継ぎが少ない
・ループバスが通っているがバス停が少ないため、駅から離れた地域は交通手段に困る
・公民館の立地場所
・幼稚園が無くなり小中学生の減少、更に子ども会に未加入が増え祭りができなくなった
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高浜地区社会福祉協議会

構成団体

主な取り組み

毎年、宮前・三津浜・高浜地区が合同で、地区外の福祉施設に入所され
た地元出身の方々を訪問・激励しています。

毎年、小・中学生とその親を対象とした地引網や学校へ泊ろう大作戦、
親子スポーツデーに助成し、活動を支援しています。

プルタブ・ベルマーク・ペットボトルのフタを公民館で集めて小学校へ
届けることで、小学校活動に協力しています。

活動内容

友愛訪問　（毎年3月1日）
　福祉学習事業の一環として、高浜中学校の一年生と民生委員・児

童委員が高齢者施設を訪問し、ゲームや話をするなど交流を深める

活動をしています。また、中学一年生が独居高齢者の皆さん全員へ

手紙を書き、民生委員・児童委員が、それを自宅へ届ける活動をして

います。

　もともと防災意識が高かった地区ですが、防災力ひいては地域力が強化されていま

す。平成30年7月豪雨では、住民が声かけしあい、早期の避難を実現、多数の土砂崩れに

も関わらず、人命をまもることができました。この経験を教訓に、地区社協・民協と自主防

災組織等の連携作りが行われています。一般的に災害では高齢者や障がいのある人の被

災率が高いことから、この地区の取り組みは、全国のモデルとなります。子育て世代の応

援体制が作られているのも特徴で、小中学生や親子向けの楽しい地域イベントへの支援

を行っています。地区社協によるこのような取り組みや小学校活動への協力は、若い世代

が地域に愛着をもつきっかけになっていると考えられます。

＜地区社協が目指すもの＞
　高浜地区は、松山観光港がある松山市の海の玄関口であり、また、夏目漱石の小説「坊っちゃん」

に出てくる四十島（ターナー島）のある魅力あふれる地区です。最近では少子高齢化が進み、安心し

て住みよい高浜地区を目指すには、引続き基盤整備を行う必要があります。高浜地区社協・民協・公

民館・町内会連合会の諸団体と令和元年度に発足した「まちづくり協議会」との連携強化により、こ

の5年間で高浜地区の活性化が少し前進してきました。今後もこれを継続して誰もが住みやすい地

域を目指していきます。また、海の玄関口である地域として、観光客にもいい印象をもってもらえる

地域でありたいと思っています。

3地区合同施設訪問

福祉学習事業への支援

資源ごみの回収

地
区
の
状
況

■地区民協
　　民生委員　　 　 
　　主任児童委員

■まち協の設立 令和元年度

16名
2名

■町内会・自治会・区長会等

■高齢クラブ

■子ども会

■自主防災組織

16団体

5クラブ

1団体

16組織

地区民協・公民館・町内会連合会・まちづくり協議会・高齢クラブ連合会・保護司会
自主防災連合会交通安全協会高浜支部・警察協助員高浜支部
青少年健全育成連絡協議会・おやじの会・PTA・ノラねこ対策隊

海の高浜　福祉はひとつ
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地域カルテ ～地区ごとにみる地域特性～
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